
総
会
は
、
金
澤
副
会
長

の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
あ

き
る
野
市
五
日
市
防
衛
協

会
会
長
・
青
木
豊
氏
を
議

長
と
し
て
、
①
平
成
29
年

度
事
業
報
告
案
及
び
②
同
収

支
決
算
案
、
③
平
成
30
年

度
事
業
計
画
案
及
び
④
同
収

支
予
算
案
を
審
議
し
原
案

の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
今
年
度
は
、

厳
し
い
安
全
保
障
環
境
の

下
で
任
務
遂
行
に
ま
い
進

す
る
自
衛
隊
の
激
励
・
支

援
及
び
そ
の
基
盤
と
な
る

当
協
会
の
会
勢
の
拡
大
に

引
き
続
き
努
力
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
⑤
役
員
人
事
に

つ
い
て
は
今
年
度
が
２
年

毎
の
改
選
年
度
に
当
た
る

こ
と
か
ら
、
会
長
、
理
事

及
び
監
事
に
つ
い
て
選
任

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
直
ち
に
新
し

い
理
事
に
よ
る
理
事
会
が

開
催
、
副
会
長
、
理
事
長

及
び
常
任
理
事
が
選
任
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
２
年
間
、

当
協
会
を
運
営
し
て
い
た

だ
く
新
し
い
執
行
部
が
決

ま
り
ま
し
た
。

会
長

佃

和
夫

副
会
長

山
本
正
已

同

浅
野
敏
雄

同

川
本
裕
康

同

金
澤
博
範

同

山
田
忠
昭

同

滝
島
秋
生

理
事
長

武
内
誠
一

理
事

58
名

常
任
理
事

17
名

（
理
事
の
内
数
）

監
事

２
名

相
談
役

３
名

顧
問

２
名

退
任
さ
れ
た
理
事
等
の

皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
新
執
行
部
に
対

し
ま
し
て
会
員
の
皆
様
の

更
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（１） 東京都防衛協会会報（９号） 平成３０年７月１日

東
京
都
防
衛
協
会
会
報

東京都防衛協会
○
東
京
都
防
衛
協
会
は
、
区
市
町
村
の

民
間
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地

区
協
会
を
中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月

に
結
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気

概
を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範

な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」

を
発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊

の
活
動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊

の
間
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発行所
東京都防衛協会
〒162-0844

東京都新宿区市谷

八幡町１３番地

東京洋服会館９階

(TEL)03-6280-8427

(FAX)03-6280-8428

e-mail:info@tda.tokyo

東
京
都
防
衛
協
会

会
長

佃

和
夫

副
会
長

山
本
正
已

副
会
長

浅
野
敏
雄

副
会
長

川
本
裕
康

副
会
長

金
澤
博
範

副
会
長

山
田
忠
昭

副
会
長

滝
島
秋
生

理
事
長

武
内
誠
一

昭
島
市
防
衛
協
会

会
長

中
島
幹
夫

あ
き
る
野
市
秋
川
地
区
防
衛
協
会
会
長

山
口
幸
男

あ
き
る
野
市
五
日
市
防
衛
協
会

会
長

青
木

豊

板
橋
区
防
衛
協
会

会
長

瀬
尾
正
弘

江
戸
川
区
防
衛
協
会

会
長

石
田

健

青
梅
市
防
衛
協
会

会
長

石
川

清

奥
多
摩
町
防
衛
協
会

会
長

石
田
芳
英

北
区
防
衛
協
会

会
長

小
俣
雅
宏

清
瀬
市
防
衛
協
会

会
長

斎
藤
正
彦

国
立
市
防
衛
協
会

会
長

佐
伯

寛

小
平
市
防
衛
協
会

会
長

永
田
政
弘

狛
江
市
防
衛
協
会

会
長

栗
山
欽
行

品
川
区
防
衛
協
会

会
長

狩
野
享
右

渋
谷
区
防
衛
協
会

会
長

関
口

充

杉
並
区
防
衛
協
会

会
長

川
元
賢
一
郎

世
田
谷
区
防
衛
協
会

副
会
長

倉
本
俊
幸

立
川
市
防
衛
協
会

会
長

滝
島
秋
生

千
代
田
・
中
央
防
衛
協
会

会
長

柿
﨑
裕
治

豊
島
区
防
衛
協
会

会
長

吉
村
辰
明

新
島
村
防
衛
協
会

会
長

前
田
靖
男

西
東
京
市
防
衛
協
会

会
長

山
田
忠
昭

練
馬
区
防
衛
協
会

会
長

村
上
悦
栄

八
王
子
市
防
衛
協
会

会
長

森
上
秀
男

羽
村
市
防
衛
協
会

会
長

濱
中
俊
男

東
久
留
米
市
防
衛
協
会

会
長

佐
藤
嘉
正

東
村
山
市
防
衛
協
会

会
長

倉
林
辰
雄

日
野
市
防
衛
協
会

会
長

土
方
尚
功

日
の
出
町
防
衛
協
会

会
長

嶋
﨑

明

檜
原
村
防
衛
協
会

会
長

清
水
久
巳

福
生
市
防
衛
協
会

会
長

山
崎
皓
久

瑞
穂
町
防
衛
協
会

会
長

吉
岡

忠

三
鷹
市
防
衛
協
会

会
長

金
井
富
雄

武
蔵
野
市
防
衛
協
会

会
長

島
崎
義
司

武
蔵
村
山
市
防
衛
協
会

会
長

木
場
陽
介

目
黒
区
防
衛
協
会

会
長

小
野
瀬
康
裕

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

東
京
都
防
衛
協
会
（
会
長

佃

和
夫
）
は
、

５
月
16
日
午
後
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て

53
回
定
期
総
会
及
び
理
事
会
並
び
に
表
彰
式
を
開
催

し
ま
し
た
。
佃
会
長
が
急
病
の
た
め
欠
席
と
な
り
、

金
澤
副
会
長
が
代
行
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
陸
幕
防
衛
課
長

１
等
陸
佐

浅
賀
政
宏

氏
に
よ
る
防
衛
講
演
会
及
び
懇
親
会
を
開
催
し
、

「
自
衛
隊
激
励
・
支
援
の
更
な
る
活
性
化
と
会
勢
拡

大
」
に
向
け
て
平
成
30
年
度
の
活
動
が
本
格
化
し
ま

し
た
。
な
お
、
総
会
に
お
い
て
、
会
員
の
福
利
厚

生
事
業
と
し
て
会
員
制
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
「
ザ

グ

ラ
ン

リ
ゾ
ー
ト
」
に
入
会
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
、

過
日
手
続
き
が
完
了
し
ま
し
た
。
大
い
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

（
３
面
に
表
彰
式
関
連
記
事
）

自
衛
隊
へ
の
更
な
る
支
援
と
会
勢
拡
大
を
！

第
53
回
定
期
総
会
開
催

ご利用には会員登録が必要です！

１ ご利用対象

（１）正会員（地区協会の会員・

推薦会員）

（２）特別会員

（３）ご家族及びご同行者

２ ご利用可能日：全日

３ ご予約受付開始

ご利用１ヵ月前より

４ 会員登録・利用カード申込

については、東京都防衛協会

事務局にお問い合わせくださ

い。

第５３回定期総会において挨拶する金澤副会長

皆
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
。

連
休
が
明
け
て
何
か
と

ご
多
忙
な
と
こ
ろ
、
第
53

回
定
期
総
会
に
ご
参
集
頂

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
２
月
の
理
事
会

で
上
程
さ
れ
ま
し
た
議
案

を
決
議
し
て
頂
き
ま
す
。

今
年
度
は
２
年
に
一
度

の
「
役
員
改
選
期
」
で
も

あ
り
、
昨
年
度
の
総
会
で

決
定
致
し
ま
し
た
理
事
選

出
基
準
に
基
づ
き
各
地
区

協
会
か
ら
再
任
も
含
め
新

し
く
理
事
を
推
薦
し
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

本
部
か
ら
も
推
薦
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
新

旧
い
ず
れ
の
方
々
も
日
本

の
防
衛
に
対
し
て
深
い
関

心
を
持
ち
、
「
熱
い
思
い
」

を
持
っ
て
、
わ
が
協
会
を

支
え
て
頂
い
て
お
り
、
貴

重
な
人
材
で
あ
り
ま
す
の

で
ご
審
議
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

相
変
わ
ら
ず
不
安
定
な

国
際
情
勢
の
中
で
、
特
に

我
が
国
の
安
全
保
障
環
境

は
、
尖
閣
諸
島
、
北
方
領

土
な
ど
を
は
じ
め
、
中
国
・

ロ
シ
ア
・
北
朝
鮮
と
近
隣

諸
国
の
動
向
を
日
々
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
で
す
。
日
米
同
盟
は
日

本
の
安
全
と
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
平
和
と
安
定
の

た
め
に
不
可
欠
な
基
礎
で

あ
る
に
は
違
い
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
在
の
こ
の
よ
う

な
情
勢
の
中
で
は
「
自
分

の
国
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
事
を
我
々
国
民
が
し
っ

か
り
と
認
識
し
、
そ
の
た

め
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
純
粋
な
民
間
団

体
で
あ
る
わ
が
協
会
が
、

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た

「
熱
い
思
い
」
を
持
っ
た

素
晴
ら
し
い
人
材
と
と
も

に
組
織
基
盤
を
作
り
、
本

日
上
程
頂
い
た
審
議
案
件

に
基
づ
い
た
事
業
を
通
じ

た
「
防
衛
意
識
の
普
及
・

高
揚
」
と
「
自
衛
隊
へ
の

激
励
支
援
」
に
よ
り
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
わ
が

国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
に

な
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
第
53
回
定

期
総
会
の
議
案
に
つ
き
決

議
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

５
月
16
日
、
定
期
総
会

行
事
の
一
つ
と
し
て
防
衛

講
演
会
を
開
催
し
、
陸
上

幕
僚
監
部
防
衛
課
長

１

等
陸
佐

浅
賀
政
宏
氏
か

ら
「
陸
上
自
衛
隊
の
取
り

組
み
と
向
か
う
べ
き
方
向

性
」
と
題
し
て
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
我
が
国
を
取

り
巻
く
厳
し
い
安
全
保
障

環
境
の
中
で
陸
上
自
衛
隊

の
任
務
が
拡
大
し
、
そ
れ

ら
の
任
務
を
完
遂
す
る
た

め
陸
上
自
衛
隊
が
大
き
く

変
革
し
て
い
る
現
状
の
詳

細
な
説
明
で
し
た
。
特
に
、

平
時
の
警
戒
監
視
か
ら
災

害
派
遣
や
国
際
緊
急
援
助
、

更
に
は
在
外
邦
人
保
護
等

の
突
発
的
事
態
に
対
応
す

る
た
め
の
即
応
体
制
の
維

持
及
び
陸
、
海
、
空
、
サ

イ
バ
ー
空
間
、
宇
宙
空
間

に
わ
た
る
領
域
横
断
的
な

運
用
の
重
要
性
に
つ
い
て

強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
隊
員
確
保
が
困

難
な
現
状
を
踏
ま
え
募
集

や
就
職
援
護
の
厳
し
い
現

況
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

聴
講
し
た
会
員
は
陸
上

自
衛
隊
の
大
変
革
に
理
解

を
深
め
る
と
共
に
、
隊
員

達
に
対
す
る
一
層
の
支
援

の
必
要
性
に
つ
い
て
も
再

認
識
し
た
よ
う
で
し
た
。

常
任
理
事

石
野
次
男

軽井沢 外観

金
澤
副
会
長
挨
拶

陸
自
の
向
か
う
べ
き
方
向
性

会員福利厚生事業スタート！
ザ グラン リゾートのご案内

軽井沢 夏の会席一例

講演中の浅賀政宏氏

よさこいソーランが熱い！

定期総会懇親会では「蒼空会」（空自横田基

地クラブ活動）が「よさこいソーラン」を熱

演し、会場に元気を振りまいてくれました。



５
月
９
日
、
迎
賓
館
に

お
い
て
第
１
普
通
科
連
隊

第
１
中
隊

室
坂
３
尉
以
下

40
人
の
国
旗
捧
持
隊
は
、

中
華
人
民
共
和
国

李
克
強

国
務
院
総
理
（
首
相
）
に

対
し
て
、
日
本
・
中
華
人

民
共
和
国
の
国
旗
を
一
糸

乱
れ
ぬ
動
作
で
捧
持
し
、

国
内
外
に
威
容
を
示
し
た
。

参
加
し
た
第
１
中
隊
川

端
士
長
は
「
練
成
当
初
は

個
癖
に
よ
り
旗
の
角
度
や

動
作
を
揃
え
る
こ
と
に
苦

労
し
た
が
、
指
導
部
や
第

３
０
２
保
安
警
務
中
隊
の

方
々
に
よ
る
厳
し
く
も
丁

寧
な
指
導
に
よ
り
、
本
番

で
は
国
旗
捧
持
隊
が
一
体

と
な
っ
て
実
施
で
き
た
。

国
家
行
事
に
参
加
で
き
た

こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
あ

り
、
改
め
て
自
衛
官
で
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
る

と
と
も
に
わ
が
国
へ
の
愛

国
心
を
再
認
識
し
た
。
今

後
よ
り
一
層
職
務
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
」
と
式
典

終
了
後
感
想
を
話
し
た
。

第
１
普
通
科
連
隊
銃
剣

道
訓
練
隊
は
、
４
月
16
日
、

日
緬
専
門
家
交
流
の
支
援

と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
陸

軍
の
銃
剣
道
教
官
要
員
の

三
人
に
対
し
銃
剣
道
訓
練

展
示
等
を
行
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
陸
軍
で
は

60
年
前
に
日
本
か
ら
送
ら

れ
た
防
具
を
修
理
を
重
ね

な
が
ら
現
在
も
大
切
に
使

用
し
て
い
る
と
い
う
紹
介

に
、
若
い
隊
員
か
ら
驚
き

と
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。

（
師
団

広
報
班
）

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力

本
部
（
本
部
長

楠
見
晋
一

陸
将
補
）
は
、
４
月
29
日
、

東
京
都
北
区
赤
羽
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
第
63
回
赤

羽
馬
鹿
祭
り
に
参
加
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
１
９
５
６

年
か
ら
始
ま
っ
た
伝
統
あ

る
祭
り
で
、
毎
年
４
月
に

実
施
さ
れ
て
お
り
、
昨
年

は
20
万
人
の
来
場
者
で
賑

わ
う
等
、
東
京
都
北
区
で

最
大
の
来
場
者
規
模
を
誇

る
行
事
で
あ
る
。

祭
り
は
４
月
28
日
及
び

29
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

本
祭
と
な
る
29
日
の
最
後

の
締
め
く
く
り
と
し
て
大

規
模
な
パ
レ
ー
ド
行
進
が

実
施
さ
れ
た
。
パ
レ
ー
ド

行
進
に
は
計
27
団
体
が
参

加
し
、
東
京
地
本
か
ら
も

本
部
長
、
ト
ウ
チ
く
ん
、

東
京
地
本
の
お
祭
り
好
き

約
20
名
が
赤
羽
の
町
を
踊

り
歩
い
た
。
当
日
は
25
℃

を
越
え
る
夏
日
と
な
る
中
、

新
制
服
に
身
を
包
ん
だ
本

部
長
と
ト
ウ
チ
く
ん
を
先

頭
に
２
時
間
に
わ
た
る
パ

レ
ー
ド
を
踊
り
き
り
、
自

衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

祭
り
の
最
後
に
は
、
各

参
加
団
体
に
対
し
て
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
る
と
と
も

に
、
地
元
の
小
学
生
か
ら

記
念
の
メ
ダ
ル
を
授
与
さ

れ
た
援
護
課
朝
霞
駐
屯
地

援
護
室
の
土
橋
洋
２
等
陸

曹
は
、
「
夏
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
暑
さ
で
し
た
が
、

東
京
地
本
と
し
て
地
域
の

祭
り
に
参
加
で
き
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
メ

ダ
ル
と
と
も
に
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
」
と
述
べ
達
成
感
に

浸
っ
て
い
た
。

東
京
地
本
は
引
き
続
き
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

活
用
し
て
自
衛
隊
を
広
報

し
、
防
衛
基
盤
の
育
成
に

邁
進
す
る
と
し
て
い
る
。

東
京
地
本
足
立
地
域
事

務
所
は
４
月
７
日
（
土
）
・

８
日
（
日
）
の
２
日
間
、

足
立
区
の
春
の
恒
例
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
「
舎
人
公
園

千
本
桜
ま
つ
り
」
に
お
い

て
、
第
１
普
通
科
連
隊
の

支
援
を
受
け
て
自
衛
官
の

募
集
広
報
活
動
を
実
施
し

た
。両

日
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
た
会
場
に
は
足
立
区
民

の
み
な
ら
ず
、
都
内
及
び

近
傍
の
各
県
か
ら
延
約
20

万
人
が
来
場
し
、
自
衛
隊

の
ブ
ー
ス
に
も
多
数
の
方

が
足
を
止
め
、
展
示
さ
れ

た
高
機
動
車
や
偵
察
用
バ

イ
ク
及
び
災
害
派
遣
の
写

真
展
示
に
見
入
っ
て
い
た
。

特
に
、
広
報
ブ
ー
ス
と
併

せ
て
、
開
設
し
た
「
ち
び
っ

こ
着
せ
替
え
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
小
さ
な
子
供
達
な

ど
が
迷
彩
服
を
着
て
、
偵

察
バ
イ
ク
の
体
験
乗
車
や

記
念
撮
影
が
で
き
る
と
あ
っ

て
、
家
族
連
れ
な
ど
で
行

列
と
な
り
、
自
衛
隊
に
対

す
る
感
心
の
高
さ
を
う
か

が
う
こ
と
が
出
来
た
。

東
京
地
本
足
立
地
域
事

務
所
で
は
今
後
も
地
域
に

密
着
し
た
募
集
・
広
報
活

動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

関
係
部
隊
等
と
も
連
携
を

密
に
し
て
、
防
衛
省
・
自

衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
足

立
区
民
等
の
理
解
と
関
心

を
高
め
、
自
衛
官
募
集
活

動
の
業
務
に
繋
げ
て
ゆ
く

と
し
て
い
る
。

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

（２） 東京都防衛協会会報（９号） 平成３０年７月１日

陸
上
自
衛
隊
三
宿
駐
屯

地
は
、
東
京
都
世
田
谷
区

と
目
黒
区
に
跨
っ
て
所
在

し
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
、

旧
軍
駒
沢
練
兵
場
が
あ
っ

た
地
域
に
久
里
浜
駐
屯
地

か
ら
の
陸
上
自
衛
隊
衛
生

学
校
移
駐
と
同
時
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

三
宿
の
地
名
は
三
宿
村

に
由
来
し
、
諸
説
あ
り
ま

す
が
、
水
の
宿
る
地
が
転

じ
て
三
宿
と
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
７
年
度
に
教
育
支

援
衛
生
隊
が
新
編
さ
れ
、

平
成
10
年
度
の
編
成
改
組

に
よ
り
衛
生
教
導
隊
が
新

編
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
12

年
度
に
は
研
究
本
部
新
編

に
伴
い
開
発
実
験
団
隷
下

部
隊
と
し
て
部
隊
医
学
実

験
隊
が
新
編
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
に
朝
霞
駐
屯

地
か
ら
陸
上
総
隊
隷
下
の

対
特
殊
武
器
衛
生
隊
が
移

駐
を
完
了
し
ま
し
た
。

創
立
以
来
幾
多
の
改
編

を
経
て
、
現
在
は
陸
上
自

衛
隊
衛
生
学
校
を
は
じ
め

駐
屯
地
を
支
え
る
第
三
一

六
基
地
通
信
中
隊
三
宿
派

遣
隊
、
第
一
二
六
地
区
警

務
隊
三
宿
派
遣
隊
、
東
部

情
報
保
全
隊
三
宿
情
報
保

全
派
遣
隊
の
他
、
自
衛
隊

中
央
病
院
、
防
衛
装
備
庁

電
子
装
備
研
究
所
及
び
先

進
技
術
推
進
セ
ン
タ
ー
が

所
在
し
て
お
り
ま
す
。

三
宿
駐
屯
地
で
は
、
桜

の
咲
く
季
節
に
数
日
間
、

メ
イ
ン
道
路
を
一
般
の
皆

様
に
も
開
放
し
、
樹
齢
60

年
を
超
え
る
桜
を
楽
し
ん

で
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
８
月
上
旬
に
納
涼

祭
を
開
催
し
て
地
域
住
民

の
方
々
と
の
懇
親
を
深
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
衛
生
学
校
に
あ
る

医
学
情
報
史
料
室
（
彰
古

館
）
に
は
幕
末
期
か
ら
の

陸
軍
衛
生
に
関
す
る
資
料

が
あ
り
皆
様
に
施
設
を
開

放
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
皆
様
方

に
信
頼
さ
れ
る
駐
屯
地
と

な
る
べ
く
隊
務
に
精
励
し

て
参
る
所
存
で
す
。

（
三
宿
駐
屯
地
広
報
班
）

三宿駐屯地

師団ＦＢ
ＱＲコード

地本Twitter
ＱＲコード

〇
駐
屯
地
夏
祭
り
・
納
涼
祭
・
盆
踊
り

７
月
17
日

朝
霞
駐
屯
地

７
月
20
日

十
条
駐
屯
地

７
月
21
日

横
浜
駐
屯
地

７
月
23
日

大
宮
駐
屯
地

７
月
24
日

松
戸
駐
屯
地
（
千
葉
県
松
戸
市
）

７
月
25
日

練
馬
駐
屯
地

東
立
川
駐
屯
地
（
予
備
26
日
）

７
月
26
日

小
平
駐
屯
地
（
予
備
27
日
）

自
衛
隊
イ
ベ
ン
ト
情
報

三宿駐屯地正門風景

メイン通りの開放

医学情報史料室内風景

第
１
師
団
（
師
団
長

柴
田
陸
将
）
は
４
月
８
日
、

練
馬
駐
屯
地
に
お
い
て
第

１
師
団
創
立
56
周
年
・
練

馬
駐
屯
地
創
設
67
周
年
記

念
行
事
を
挙
行
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

多
数
の
ご
来
賓
を
は
じ
め
、

招
待
者
、
地
域
住
民
及
び

隊
員
家
族
等
、
約
1
万
人

が
駐
屯
地
を
訪
れ
た
。

記
念
式
典
の
式
辞
で
師

団
長
は
「
我
々
は
情
勢
等

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、

予
期
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
事

態
へ
の
備
え
を
万
全
に
す

る
と
と
も
に
、
事
態
の
発

生
に
際
し
て
は
、
直
ち
に

行
動
し
、
必
ず
任
務
を
完

遂
す
る
と
い
う
『
即
動
必

遂
』
の
覚
悟
が
求
め
ら
れ

る
。
い
か
な
る
過
酷
な
状

況
下
に
お
い
て
も
必
ず
や

任
務
を
完
遂
で
き
る
強
靭

な
第
１
師
団
を
練
成
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
観
閲
部
隊
に
要
望
し
た
。

式
典
に
引
き
続
き
、
音

楽
演
奏
・
訓
練
展
示
が
行

わ
れ
、
特
に
注
目
を
浴
び

た
の
は
、
第
１
師
団
の
伝

統
で
あ
る
１
０
０
人
の
ら
っ

ぱ
手
で
構
成
さ
れ
た
ら
っ

ぱ
隊
、
第
１
音
楽
隊
及
び

第
１
特
科
隊
の
礼
砲
隊
が

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

音
楽
演
奏
で
あ
っ
た
。

創
立
記
念
行
事
で
威
容
示
す
！

訓示を述べる柴田師団長

第１音楽隊、１００人らっぱ隊、
第１特科隊礼砲隊による合同
音楽演奏

第
63
回
赤
羽
馬
鹿
祭
り

に
参
加
し
自
衛
隊
を

Ｐ
Ｒ

パレード行進する隊員とトウチ君

舎
人
公
園
千
本
桜
ま
つ

り
で
の
市
街
地
広
報

バイクに跨るちびっ子

国
家
行
事
で
敬
意
を
表
す

李
克
強
国
務
院
総
理
が
来
日

迎賓館において国旗を捧持する第１普通科連隊

東京都防衛協会は５月１６日に
開催した第５３回定期総会におい
て、演奏支援や部隊研修などで多
大なご支援・ご協力を頂いている
第１音楽隊に対して感謝状を贈呈
させて頂きました。

第１音楽隊に感謝状

感謝状を受賞する小川浩英隊長

ミ
ャ
ン
マ
ー
陸
軍
と
交
流

訓練展示する隊員



世
田
谷
区
は
東
京
23
区

の
南
西
部
に
位
置
し
、
平

成
30
年
４
月
現
在
の
人
口

は
90
万
人
を
超
え
、
近
い

う
ち
に
百
万
人
を
超
え
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

世
田
谷
区
防
衛
協
会
は

創
立
６
年
の
若
い
協
会
で

す
が
、
目
的
を
明
確
に
協

会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
東
京
都
防
衛
協
会

に
協
力
し
「
自
分
の
国
は

自
分
で
守
る
！
」
意
識
の

啓
蒙
、
又
、
自
衛
隊
員
が

警
察
官
と
同
じ
よ
う
に
街

中
を
制
服
で
歩
く
事
が
出

来
る
環
境
作
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
30
年
１

月
20
日
に
新
年
賀
詞
交
歓

会
を
自
衛
隊
幹
部
の
皆
様
、

若
宮
前
防
衛
副
大
臣
、
そ

の
他
、
来
賓
の
方
々
を
多

数
お
招
き
し
本
年
の
活
動

を
再
確
認
、
名
刺
交
換
等

を
行
い
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
毎
年
６
月
に
は
定
期

総
会
を
実
施
し
、
総
会
後

に
は
講
演
会
、
懇
親
会
等

を
行
い
更
な
る
親
睦
を
深

め
て
お
り
ま
す
。

世
田
谷
区
独
自
の
研
修

は
、
30
年
３
月
22
日
に
バ

ス
を
貸
し
切
り
、
海
上
自

衛
隊
館
山
航
空
基
地
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。
先
方
の
広

報
の
方
、
幹
部
隊
員
の
方
、

非
常
に
親
切
に
説
明
を
し

て
頂
き
、
参
加
者
全
員
が

満
足
し
て
お
り
ま
し
た
。

当
協
会
の
会
員
数
は
約

１
２
０
名
で
す
が
、
現
在
、

各
議
員
の
入
会
募
集
を
行

い
始
め
、
更
な
る
会
員
数

増
大
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

事
務
局
長

森

昌
彦

滝
島
会
長
及
び
役
員
15

名
が
平
成
30
年
２
月
20
日
、

東
立
川
駐
屯
地
内
に
所
在

す
る
防
衛
装
備
庁
航
空
装

備
研
究
所
及
び
航
空
中
央

音
楽
隊
（
正
確
に
は
同
駐

屯
地
内
に
あ
る
航
空
自
衛

隊
立
川
分
屯
基
地
に
所
在
）

を
研
修
・
見
学
し
ま
し
た
。

午
前
11
時
よ
り
14
時
ま

で
研
究
所
江
原
調
整
官
、

宮
田
分
析
官
よ
り
概
況
説

明
、
特
殊
機
整
備
場
・
航

空
機
シ
ス
テ
ム
研
究
概
要

等

及

び
展

示

品

の
説

明

（
将
来
戦
闘
機
・
無
人
機
）

が
あ
り
ま
し
た
。
途
中
昼

食
を
は
さ
ん
で
、
航
空
装

備
研
究
所
の
概
要
及
び
自

衛
隊
航
空
中
央
音
楽
隊
の

練
習
会
場
に
お
い
て
音
楽

隊
全
員
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ

た
練
習
を
見
学
し
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
よ
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
こ
の
部
隊
研
修
の

成
果
を
各
11
支
部
の
活
動

に
、
又
、
女
性
部
・
青
年

部
活
動
の
推
進
に
つ
な
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

航
空
装
備
研
究
所
長
様
、

自
衛
隊
航
空
中
央
音
楽
隊

長
様
、
ご
協
力
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
立
川
駐
屯
地
平
山
広

報
班
長
様
、
ご
案
内
・
ご

協
力
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

事
務
局
長

髙
谷
由
美

当
協
会
は

平
成
27
年
、

木
場
陽
介
会
長
就
任
と
同

時
に
今
ま
で
の
脆
弱
な
組

織
を
再
編
し
、
元
市
議
・

現
市
議
ら
の
加
入
、
役
員

の
増
員
と
組
織
拡
充
を
行

う
等
出
直
し
を
計
り
、
先

ず
優
先
事
項
と
し
て
「
会

員
増
強
」
を
目
標
と
し
、

多
方
面
に
会
員
募
集
活
動

を
積
極
的
に
行
い
現
在
１

４
０
名
が
登
録
し
て
い
ま

す
。
１
６
０
名
に
向
け
て

引
き
続
き
進
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
最
近
の
活
動
状

況
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
29
年
８
月
、
「
富

士
総
合
火
力
演
習
」
を
研

修
す
る
と
と
も
に
河
口
湖
・

北
原
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見

学
す
る
等
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

使
用
し
ま
し
た
）
。

平
成
29
年
10
月
、
武
蔵

村
山
市
デ
エ
タ
ラ
祭
り
に

お
い
て
、
初
め
て
の
試
み

と

し
て

当

協
会

の

Ｐ

Ｒ

（
会
員
勧
誘
）
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
５
月
、
「
定

期
総
会
」
開
催
、
藤
野
武

蔵
村
山
市
長
は
じ
め
多
く

の
ご
臨
席
の
皆
様
か
ら
ご

理
解
と
ご
支
援
の
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
野
澤
東
京
地
本
立
川
出

張
所
長
か
ら
「
防
災
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
講
話
を

頂
く
と
と
も
に
ご
来
賓
を

交
え
て
懇
親
会
を
実
施
し
、

意
義
深
い
懇
親
会
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
自
衛
隊
の

応
援
団
体
と
し
て
取
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局

倉
持

守

（３） 東京都防衛協会会報（９号） 平成３０年７月１日

地区防衛協会コーナー

青
梅
市
防
衛
協
会
三
田

支
部
に
よ
る
自
衛
隊
野
外

訓
練
支
援
の
一
端
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

三
田
支
部
は
青
梅
市
の

西
部
に
あ
り
奥
多
摩
町
と

境
を
接
し
て
い
ま
す
。
御

岳
山
を
始
め
高
水
三
山
も

あ
り
、
多
摩
川
は
地
域
を

貫
流
し
、
御
岳
渓
谷
は
カ

ヌ
ー
の
メ
ッ
カ
と
し
て
も

知
ら
れ
る
山
紫
水
明
の
地

で
す
。

初
め
て
の
野
外
訓
練
支

援
は
、
平
成
24
年
７
月
23

日
と
24
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
航
空
自
衛
隊
入
間
基

地
の
野
外
訓
練
が
行
わ
れ

た
際
に
実
施
さ
れ
、
三
田

支
部
か
ら
飲
物
を
差
し
入

れ
、
激
励
し
ま
し
た
。
こ

の
時
の
訓
練
は
軍
畑
か
ら

高
水
三
山
を
巡
り
御
岳
駅

に
至
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

２
回
目
は
同
年
11
月
20

日
、
航
空
自
衛
隊
横
田
基

地
の
隊
員
40
名
が
野
外
訓

練
を
実
施
し
た
際
、
３
回

目
は
平
成
27
年
７
月
31
日
、

航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
隊

員
45
名
の
野
外
訓
練
に
対

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
前
回
と
同
様
に
飲

物
の
差
し
入
れ
と
激
励
を

行
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

本
年
４
月
５
日
、
東
立
川

駐
屯
地
地
理
情
報
隊
の
幹

部
と
３
曹
へ
昇
任
さ
れ
た

隊
員
13
名
の
野
外
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
際
に
も
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
朝
早
く

御
岳
登
山
鉄
道
滝
本
駅
前

を
出
発
し
、
登
山
道
を
登

り
御
岳
山
頂
へ
、
下
山
し

て
か
ら
８
時
15
分
、
寒
山

寺
駐
車
場
で
休
憩
が
と
ら

れ
た
際
に
、
当
協
会
か
ら

野
﨑
事
務
局
長
、
三
田
支

部
か
ら
福
島
支
部
長
、
原

嶋
副
支
部
長
、
青
木
・
岡

部
の
各
幹
部
が
立
ち
会
う

中
、
飲
物
の
差
し
入
れ
と

激
励
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
瀬
地
理
情
報
隊

長
か
ら
「
道
中
の
交
通
安

全
と
健
康
管
理
に
留
意
し

目
的
完
遂
を
」
と
の
訓
示

を
頂
き
、
隊
員
の
皆
さ
ん

は
最
後
の
目
的
地
で
あ
る

東
立
川
駐
屯
地
へ
向
け
全

行
程
約
45
㎞
を
踏
破
す
る

力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
激
励
に
参
加
し

た
会
員
は
姿
が
見
え
な
く

な
る
ま
で
手
を
振
っ
て
見

送
っ
て
い
ま
し
た
。

副
会
長

福
島
和
夫

世
田
谷
区

武
蔵
村
山
市

立

川

市

青
梅
市
防
衛
協
会

シ
リ
ー
ズ
「
協
会
の
素
顔
」

昭島市防衛協会（会長 中島幹夫）は、６月２日、

フォレストイン昭和館シルバンホールにおいて臼井市

長、木﨑市議会議長、井上衆議院議員、長島衆議院議

員、自衛隊から平瀬東立川駐屯地司令等多数の幹部、

立川市・青梅市・日野市・国立市の各防衛協会の会長、

東京都防衛協会から

渡邊顧問、谷口事務

局長等多くのご来賓

をお迎えして設立５

０周年記念定期総会

及び祝賀会を盛大に

開催しました。

練
馬
区
防
衛
協
会
は
昭

和
37
年
に
発
足
し
、
平
成

24
年
に
50
周
年
の
祝
賀
会

を
行
な
う
等
、
歴
史
を
重

ね
、
自
衛
隊
を
支
え
る
活

動
も
本
年
で
56
年
と
な
り

ま
す
。

自
衛
隊
に
係
る
、
世
界

情
勢
に
目
を
転
じ
れ
ば
、

各
地
で
頻
発
す
る
地
域
紛

争
や
、
緊
迫
の
度
合
い
を

増
す
近
隣
諸
国
間
と
の
問

題
な
ど
、
国
民
か
ら
自
衛

隊
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る

役
割
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
最
近
特
に

緊
張
を
増
し
て
い
る
我
が

国
の
安
全
保
障
環
境
の
中

に
お
い
て
、
本
来
の
任
務

に
加
え
、
国
際
平
和
協
力

活
動
や
震
災
な
ど
の
災
害

発
生
時
の
迅
速
な
対
応
で
、

国
民
の
皆
様
に
、
自
衛
官

は
安
心
を
与
え
、
感
謝
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
衛
隊

へ
の
信
頼
と
期
待
は
大
き

く
、
私
達
は
、
諸
先
輩
方

か
ら
受
け
継
い
で
き
た

『
防
衛
意
識
の
高
揚
、
自

衛
隊
の
活
動
へ
の
支
援
・

協
力
』
を
、
更
に
発
展
さ

せ
ね
ば
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。駐

屯
地
司
令
や
師
団
長

等
を
お
招
き
し
て
の
講
演

会
な
ど
、
駐
屯
地
と
の
深

い
関
わ
り
は
地
元
だ
か
ら

こ
そ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
自
衛
隊
の
果
た
す
役
割

を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
に
所

属
す
る
、
各
地
の
防
衛
協

会
の
活
発
な
る
活
動
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長

村
上
悦
栄

練

馬

区

祝！昭島市防衛協会設立５０周年

◎
表
彰
状

中
島

幹
夫
（
昭
島
市
）

梅
田

宏
文
（
昭
島
市
）

若
林

と
き
子
（
昭
島
市
）

田
中

昭
夫
（
昭
島
市
）

武
田

光
明
（
あ
き
る
野
市

秋
川
地
区
）

髙
水

英
幸
（
あ
き
る
野
市

五
日
市
）

峰
岸

則
行
（
あ
き
る
野
市

五
日
市
）

宮
田

判
次
（
板
橋
区
）

宇
佐
美

リ
ツ
子
（
青
梅
市
）

青
木

義
唯
（
青
梅
市
）

澤
田

秀
夫
（
青
梅
市
）

関

政
市
（
国
立
市
）

比
留
間

洋
一
（
小
平
市
）

滝
島

秋
生
（
立
川
市
）

豊
泉

喜
一
（
立
川
市
）

小
山

弘
（
東
久
留
米
市
）

鈴
木

信
一
（
東
久
留
米
市
）

小
山

浩
（
東
村
山
市
）

澁
谷

茂
文
（
日
の
出
町
）

野
島

康
好
（
福
生
市
）

島
田

雅
由
（
福
生
市
）

須
田

節
子
（
武
蔵
野
市
）

関
口

泰
子
（
特
別
会
員
）

◎
感
謝
状

陸
上
自
衛
隊

第
１
音
楽
隊

あきる野市秋川地区防衛協会（会長 山口幸男）は、

５月１３日、あきる野ルピアホールにおいて澤井あき

る野市長、子籠あきる野市議会議長、井上衆議院議員、

成田東京地本福生募集案内所長、武内東京都防衛協会

常任理事、谷口同常任理事、市議会議員、青梅市・羽

村市・あきる野市五日市・日の出町・奥多摩町防衛協

会等から多くのご

来賓をお迎えして

創立５０周年記念

定期総会、自衛隊

第１音楽隊コンサー

ト及び祝賀会を盛

大に開催しました。

八王子市防衛協会（会長 森上秀男）は、４月

２２日、八王子エルシーにおいて石森市長、萩生

田自民党幹事長代行、伊藤都議会議員、伊藤八王

子市議会議長、航空自衛隊横田基地堀井副司令、

東京都防衛協会から渡邊常任理事及び谷口常任理

事、市議会議員、自衛隊協力団体から多くの御来

賓をお迎えし

て創立５０周

年記念定期総

会及び祝賀会

を盛大に開催

いたしました。

祝
！
表
彰
状
・
感
謝
状
受
賞

祝！八王子市防衛協会創立５０周年祝！あきる野市秋川地区防衛協会創立５０周年

受賞者の皆様（中央 金澤副会長）

新年賀詞交歓会(H30.1.22)

河口湖 北原ミュージアムにて

地理情報隊野外訓練を激励



新
緑
の
季
節
か
ら
初
夏

へ
、
奥
多
摩
に
と
っ
て
は

一
年
で
最
も
い
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
山
や
川
に

は
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ト
や
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が
溢
れ
、

鳥
の
声
が
こ
だ
ま
し
、
カ

エ
ル
の
可
愛
い
鳴
き
声
が

聞
こ
え
、
目
や
耳
を
楽
し

め
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
お

す
す
め
の
散
歩
道
は
『
お

く
た
ま
昔
道
』
。
旧
青
梅

街
道
と
し
て
昔
は
馬
車
等

が
通
っ
た
道
で
す
。
こ
こ

は
氷
川
か
ら
水
根
ま
で
の

約
10
㎞
の
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー

ド
で
す
が
、
途
中
地
蔵
尊
、

吊
り
橋
、
古
民
家
、
旧
小

河
内
線
跡
な
ど
、
奥
多
摩

の
「
む
か
し
」
が
詰
ま
っ

た
道
で
、
奥
多
摩
湖
ま
で

楽
し
く
散
策
で
き
ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
メ
と
し
て

は
奥
多
摩
駅
前
柳
小
路
の

『B
e
e
r

C
a
f
e

V
E
R
T
E
R
E

』

が
お
勧
め
で
す
。
こ
こ
は

古
民
家
を
改
装
し
た
店
舗

で
眼
下
に
日
原
川
が
望
め

「
奥
多
摩
地
ビ
ー
ル
」
が

飲
め
る
お
し
ゃ
れ
な
お
店

で
す
。
散
歩
し
た
帰
り
道
、

近
く
の
「
も
え
ぎ
の
湯
」

に
入
っ
た
後
な
ど
の
地
ビ
ー

ル
は
ま
た
格
別
で
す
。

最
近
は
レ
ジ
ャ
ー
も
盛

ん
で
、
登
山
の
他
、
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
、
キ
ャ
ニ
オ
リ

ン
グ
、
ケ
イ
ビ
ン
グ
、
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
も
若
者

の
間
で
盛
ん
に
な
り
観
光

の
目
玉
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
他
に
も
若
者

が
「
町
お
こ
し
」
で
色
々

と
挑
戦
し
て
新
し
い
試
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
保

育
園
の
保
育
士
さ
ん
が
奥

多
摩
な
ら
で
は
歌
や
踊
り

を
作
り
実
演
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

奥
多
摩
の
自
然
や
文
化
歴

史
を
満
喫
し
て
い
た
だ
い

て
、
何
か
新
し
い
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
来
町
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

会
長

石
田

芳
英

気
温
が
18
度
に
ま
で
達

し
、
春
本
番
を
感
じ
さ
せ

た
３
月
13
日
、
平
成
29
年

度
の
部
隊
研
修
と
し
て
航

空
自
衛
隊
百
里
基
地
を
研

修
し
ま
し
た
。

50
名
の
会
員
を
乗
せ
た

バ
ス
は
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
を
定
刻
に
出
発
、
車
内

で
百
里
基
地
に
関
す
る
ク

イ
ズ
を
楽
し
み
な
が
ら
11

時
20
分
に
百
里
基
地
に
到

着
し
ま
し
た
。

研
修
は
、
柏
瀬
基
地
司

令
の
講
話
の
後
、
隊
員
食

堂
に
て
昼
食
。
メ
ニ
ュ
ー

は
パ
ス
タ
―
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
高
カ
ロ
リ
ー
の

部
隊
食
を
完
食
し
て
い
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
百

里
救
難
隊
を
訪
問
。
鬼
怒

川
水
害
や
東
日
本
大
震
災

で
の
救
出
活
動
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
が
、
映
像
等

の
あ
ま
り
の
リ
ア
ル
さ
に

吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
救
難

ヘ
リ
、
次
い
で
Ｆ
ー
４
フ
ァ

ン
ト
ム
の
実
機
研
修
。
機

体
に
触
れ
な
が
ら
見
学
で

き
興
奮
を
隠
し
き
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
最
後
は
、
気

象
観
測
室
に
上
り
、
基
地

の
全
景
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、

飛

行
訓
練
の
た
め
に
６
機
の

フ
ァ
ン
ト
ム
が
上
空
に
舞

い
上
が
る
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
非
常
に
幸
運

で
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
で

は
、
参
加
者
一
人
一
人
が

所
見
を
発
表
し
、
一
日
の

研
修
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。年

度
末
の
隊
務
多
忙
の

中
、
我
々
の
た
め
に
支
援

を
し
て
く
れ
た
第
７
航
空

団
秋
葉
渉
外
室
長
ほ
か
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

常
任
理
事

湖
﨑

隆

（４） 東京都防衛協会会報（９号） 平成３０年７月１日

名所・名店

奥
多
摩
町

◇材料（２～３人分）

海老（中）・・２０尾

ピーマン・・３個

塩

胡椒

パセリ・・みじん切り大匙１杯分

にんにく・・１片

塩・・少々

(a) 黒胡椒・・小匙１/４杯

一味唐辛子・・少々

パプリカ・・小匙１/３杯

サラダ油

レモン・・１個

◇作り方

① 海老は背わたをとり、尾と尾の一節を残して殻をむく。

薄く塩をして軽くもみ、サッと流し、水気を拭く。

② （ａ）のパセリ、にんにくはたたきつぶしてみじんに切る。

③ （ａ）をボールに合わせ、①を指先でもむようにつけ、

３０分以上おく。

④ ピーマンはヘタと種をとり、３ｃｍ角に切る。

⑤ フライパンに油を温め、③を入れて炒める。

海老の色が変わるまで、強火で炒りあげ、器にとる。

⑥ もう一度フライパンにサラダ油を温め、ピーマンを炒め、

塩、胡椒をし、⑤と盛り合わせる。

⑦ レモンをたっぷりしぼってい

ただく。

※ オクラやトマトもよく

使います。

※ タバスコで辛味を

強調してもいいですね。

暑い季節にはスパイスのきいたケイジャン料理は

如何でしょう。

ケイジャンとはアメリカ南部、ルイジアナ州、ミシシッピー

デルタ地帯のカントリー料理。スパイシーな辛さが特徴。複雑な

民族の移住に伴い、またすでに定着していたクレオール料理と融

合しながら特有なケイジャンの味わいとなりました。

強い香りで食欲増進、男の子でもすぐに出来る簡単さです。野

外でも楽しめます。

《江上料理学院のお問い合わせ先》

TEL 03-3269-0281 FAX 03-3269-0285

『簡単ですてき！！』元気のでる料理

ケイジャン シュリンプ

江上栄子先生
☆江上料理学院

院長

☆東京都防衛協会

女性部会会長

第
53
回
定
期
総
会
が
無

事
に
終
了
し
、
今
年
度
の

活
動
が
本
格
化
し
ま
し
た
。

米
朝
首
脳
会
談
が
６
月

12
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
本
号
が
皆
様

の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に

は
ど
の
よ
う
な
展
開
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

激
動
す
る
国
際
情
勢
の

中
、
自
衛
隊
の
皆
様
は
昼

夜
の
別
な
く
我
が
国
の
防

衛
に
、
そ
し
て
国
際
平
和

の
た
め
に
ま
い
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
自
分
の
国
は

自
分
で
守
る
」
の
気
概
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
衛

隊
の
皆
様
を
し
っ
か
り
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す

（
Ｍ
・
Ｗ
）

首
都
圏
防
空
の
要

百
里
基
地
を
研
修
！

編
集
後
記

平成３０年度富士総合火力演習についてご案内します。

１ 日程

〇 ８月２３日（木）（予行）

〇 ８月２５日（土）（予行）

〇 ８月２６日（日）（公開演習）

２ 場所

東富士演習場（静岡県御殿場市）

３ 申し込み要領

（１）官製ハガキでお申し込みください。

（２）宛先：東京都防衛協会 事務局

※住所は会報の１面に記載しています。

（３）裏面に記載する事項

〇 希望する月日

〇 希望するチケット数

個人会員１枚、法人会員２枚

〇 申込者の住所・氏名・連絡先

（個人、法人を明記してください）

（４）締め切り：７月２０日（金）

※ 希望者多数の場合は抽選とさせて頂きますので

ご了承ください。（当選者にはチケットを送付さ

せて頂きます。）

細部は東京都防衛協会ＨＰをご覧ください。

（ＨＰアドレスは会報１面に記載しています。）

特別会員の皆様へ・・富士総合火力演習応募のお知らせ！

９０式戦車

イラスト

特別会員

小関恭平氏提供

むかし道から見た旧小河内線VERTERE内でミーティング

カヌー
（白丸湖）

救難救助機の前で記念撮影 救難救助機UH-60J

Ｆ－４ファントムの勢ぞろい


